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目指す子ども像
□大甕 (南相馬)を愛する子どもの育成
・地域に関心を||ち 、そのよさに気づき、進んで働 きかける子ども

○ 思いやりのある子どもの育成
・互いを記め合い、誰にでも思いや りを持って接する子ども

○ 進んで学ぶ子どもの育成
・進んで自ら学習に取 り組み、女だちと共に学び合 う子ども

○ 健康でたのもしい子どもの育成
・めあてをもって意欲的 |こ運動 し、進んで体づ くりをする子 ども

□ 最後までやりぬく子どもの育成
・「やってみよ う」とい う意欲をもって 日標に向かって挑戦す る子ども」

令 和 4年 度 南 相 馬 市 立 大 甕 小 学 校 キ ャ リア教 育 全 体 計 画

低学年
〇 小学校生活に適応する。
o 身の回りの事象への関
心を高める。
○ 自分の好きなことを見
つ けて、のびのびと
活動す る。

○

中学年
友だちと協力 して活動す
る中でか かわ りを深 め
る。
○ 自分の持ち味を発揮し、
役割を自覚する。 自らの夢や希望をふくらませ

る。
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基礎的・汎用的能力

C課題対応能力
目標に向かって意欲的に取
組み、課題を処理・解決 しな
ら、物事を前に進めていく能力

り
が

Dキ ャリアプランニング能力
将来への夢や希望を醸成し、自らの豊
かな人生設計をイメージし、生活するた
めに生涯にわたって必要となる能力
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低学年指導目標

Al ①友だちの気持ちや考えを
聴いたり、自分の気持ちや
考えを伝えたりすることがで
きる。
Al ② 友だちと力を合わせて、
仲良く活動することができ

と
だ

こ

こ
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る

い
や
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な
生
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ら
先
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B自 己理解 ・自己管理能力
自分が 「できること」や 「したいこ
と」について、「やればできる、|と 考
え、主体的に行動できる能力

1自 分の得意なことや好き
なことを見つけ、進んで活
動することができる。
②不得意なことでも先生や
友だちに支えてもらいなが
ら、取り組むことができる。
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があっ
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Cl② 何かする時、自分の考
ぇをもって、進んで取り
組むことができる。
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中学年指導目標

る。
A2②友だちと協力して、学習や活動
に取り組むことができる。
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A3①友だちの気持ちや意見を認めた
自分の気持ちや意見を分かりやす
夫しながら伝えたりすることがで
A3② 自分から役割を見つけ、友だち
力・協働しながら、学校生活を送
とができる。
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B3① 自分の長所や短所を理解し、主体的
に行動することで、目分らしい生き方
を考えることができる。
B3②吉手なことや不得意なことでも自分
から積極的に取り組むことができる。

03①何か問題が起きた時、同じ問題が
起こらないためには、どうすればよ
いかを考えることができる。
C3②課題を発見し、その解決のために
よりよい方法を見つけ、計画的に物
事を進めていくことができる。

D3①社会生活には、いろいろな役割が
あることを知 り、その大切さや必要
性に気づくことができる。
D3②将来の夢や目標をもち、自分の能
力を高めるために何が必要かを考
え、あきらめずに努力することがで
きる。
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D2② 自分のやりたいことを見つ
け、物事に積極的にかかわるこ
とができる。
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身につけさせたい力
のつながりを考える力
協力して、物事を進めていく力

※ 実態調査の結果・分析から、特に

】【夢や希望、
【友達と協力

目標に向かう力
・協働する力】
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各教科 締含1竹ギ習C時間 日常生溜コ,す,輩む1薔動
学級活動 学校行事 児童会・クラフ

な ど

当番活動
係活動
清掃
給食

運動会

宿泊活動
な ど

学習発表会
持久走大会
遠足

各委員会活動
クラブ活動

など
協力・責任
公徳心、勤労

な ど

奉仕の精神
公共の福祉
心身の健康

特産物 (3年 )
伝統文化 (4年 )
産業  (5年 )

報徳仕法 (6年 )
など
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学校たんけん (生 。社)
栽培活動 (生・理 )
施設見学 (社 )
我が国の産業 (社 )
家庭の仕事 (家 )

など

特別 の教科 ・道徳

領域等におけるキ リア 育の主な指導内容
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高学年指導目標


